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関連記事　議場見学（２ページ～３ページ）
令和５年６月30日、社会科見学の一環で、五戸小学校６年生57人が議場に訪れました。
授業では先日の青森県知事選挙も題材にして選挙や議会の仕組みを学びました。
この日は、「住みやすい町のための税金の使い方」を議題に、五戸小学校子ども議会が開かれました。

住みやすい五戸町にするには

五戸小学校子ども議会



③ ごのへ議会だより 第48号 ごのへ議会だより 第48号 ②

　私は、五戸町の議会に行って
みて、議員さんたちの本会議が
丸一日かかることもあるという
ことに驚きました。議員さんた
ちが議場で一生懸命話し合って
くれているから、私たちが楽し
く幸せに暮らすことができてい
ることが分かったので、感謝し
たいと思いました。

山部　心海　さん

　私たちは、五戸町の議場で、
五戸町をよくするために税金を
どう使うか話し合いました。本
当の議会では、私たちが使う公
園や学校を造ることなどを決め
ているそうです。みんなが住み
やすい五戸町にするために、た
くさんの努力が重なっているん
だなと思いました。

大釡　彩夏　さん

　議場では、私たちも議員に
なったつもりで「町の税金を何
に使うのか」について話し合い
ました。議場は広くて想像して
いた所とちがいました。今まで
五戸町がよりよくなっていたの
は、議員さんたちが町の人々の
要望を聞き、話し合っていたか
らだと思いました。

金澤　茉音　さん

　私は、小・中学校の子どもた
ちの給食費を無料にして、子育
て世帯が住みやすい五戸町にな
ってほしいと思います。無料に
なれば、浮いたお金を違うこと
に使えるので、五戸町の経済も
潤うし、最近の物価高に備えて
家計を安定させることもできる
と思ったからです。

角田　春花　さん

　私は、議場の見学を通して、
五戸町が安心で安全な町になっ
てほしいと思う。そのために
は、自分たちの要望や願いを声
に出すことが必要だと思う。今
後は、もっと町民の要望を議場
で話し合ってもらい、五戸町が
もっと住みやすい町になってく
れたらうれしい。

里村　茉優　さん

　ぼくは、安全安心に暮らし、
幸せで平和な五戸町になってほ
しいと思う。一人一人が幸せに
暮らせるように公共施設を建設
して、もっとよくしていけばよ
いと考える。今後の五戸町は、
豊かな自然を守りながら人々の
優しさがあふれた町になること
を期待している。

鳥谷部　友翔　さん

紹介しきれませんでしたが、たくさん素晴らしいご感想・ご意見をいただきありがとうございました。

　議場や議長室、議員控室の見学もしました。
　特に議場の議長席は大人気で、多くの児童が
代わる代わる座っていました。

　６月30日に五戸小学校６年生の皆さんが議場
見学に来てくれました。
　三浦專治郎議長が説明する議会の仕組みにつ
いてメモを取りながら熱心に聞き、気になる点
について質問もしてくれました。

　また、議場においては「五戸小学校子ども議会」が行われ、皆で
考えた多くの意見を出し合いました。（内容は左のページ）
　町政や町議会への興味・関心につながってくれると幸いです。

議　題議　長 みんなが住みやすい五戸町にするため、
　　税金をどのように使えばいいのだろう。

１．商店街の歩道の幅を広げます
２．音が出る信号機を設置します

これが実現すると五戸町は・・・
広くなった歩道を並んで歩くことができ、
目が不自由な人や小学１・２年生が安心して横断
歩道を渡ることができるようになります。

五戸町に自然とふれあえる公園
を作ります

これが実現すると五戸町は・・・
自然に関心を持ち、生命を大切にする人が増えます。
親子のふれあいの時間も増えて、関係が深まります。

１．五戸町の観光ＣＭを作ります
２．馬肉フェスティバルを開催します

これが実現すると五戸町は・・・
五戸町に興味を持った人が何度も訪れるようにな
り、色んな地域のお客さんが五戸町でお金を使っ
てくれることで、元気な五戸町になります。

１．子どもの医療費を無料にします
２．通院のタクシー代を補助します

これが実現すると五戸町は・・・
五戸町に引っ越したいと思う子育て世代の家庭が
増えるし、車を使えないお年寄りの人たちも生活
しやすくなります。

１．若い夫婦などの家賃を補助します
２．小・中学校の給食費を無料にします

これが実現すると五戸町は・・・
若い夫婦などが住んでくれて人口が増えます。
家庭が給食に払っていたお金を違うところに使え
るため、経済が活性化します。

各党提案内容の説明の後は
互いに積極的な質疑応答を
繰り広げました。

子ども議会の議決は・・・

五戸町に児童センターを建設し
ます

これが実現すると五戸町は・・・
子どもたちが雨の日でも広々と遊べる場所が確保
できたり、子育てについて気軽に相談したりする
ことができるようになります。
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五戸小学校子ども議会開催
ⓒ東京ハイジ/五戸町

各党の意見を発表してください。

交通党の提案

「道路を広げて、五戸町の心と安全を広げよう」

自然ふれあい党の提案

「自然で心を豊かにしよう」

五戸ＰＲ党の提案

「レッツ！五戸ＰＲ」

医療補助党  の  子ども医療費無償化・通院のタクシー代補助  でした。
みなさん、白熱した議論大変お疲れ様でした！！

医療補助党の提案

五戸町活性化党の提案

「五戸町、新時代へ」

町民生き生き党の提案

「児童センターで五戸町に笑顔と活力を」

「安心安全、すごしやすい五戸町へ」
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⑤ ごのへ議会だより 第48号 ごのへ議会だより 第48号 ④

長期展示に向けて屋根、
プラットホーム等を整備

マイナンバーカードを用いて証明書交付等
の申請書の記入を省略する「書かない窓口」
を整備する（※イラストはイメージ）

新体制の五戸町議会がスタートしました
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第31回　令和５年４月　臨時会
４月28日に１日間の会期で臨時会が開催されました。
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予
算（
第
２

号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
７
９
９
万
７
千
円

・
予
算
総
額８

４
２
万
９
千
円


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
５
１
万
２
千
円

・
予
算
総
額

２
８
３
６
万
８
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

・
収
益
的
収
入

　
１
億
８
４
７
１
万
３
千
円

増
の

28
億
９
０
２
５
万
１
千
円

・
収
益
的
支
出

　
３
８
３
万
３
千
円
増
の

　
27
億
２
１
２
９
万
円

・
資
本
的
収
入

　
１
４
１
万
４
千
円
増
の
　

３
億
７
２
９
９
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
承
認

報
告
　
１
件

専
決
処
分
の
承
認
　
15
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算
　
１
件

財
産
の
取
得
　
１
件

町
長
提
出
案
件

報
告
　
４
件

各
種
変
更
　
２
件

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算
　
３
件

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

　
第
32
回
定
例
会
初
日
の
令

和
５
年
６
月
15
日
に
、
補
欠

選
挙
に
お
い
て
新
た
に
就
任

さ
れ
た
議
員
の
議
席
の
指
定

及
び
常
任
委
員
の
選
任
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
５
年
６
月

５
日
か
ら
令
和
６
年
２
月
28

日
ま
で
で
す
。

❶
倉
石
支
所
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

８
万
９
８
６
７
円

（
町
過
失
割
合
70
％
）

❷
町
道
ひ
ば
り
野
八
戸
線
で

発
生
し
た
車
両
物
損
事
故

の
損
害
賠
償
請
求
に
関
す

る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定

・
損
害
賠
償
額

８
３
８
２
円

（
町
過
失
割
合
30
％
）

❸
倉
石
支
所
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

７
万
２
０
７
９
円

（
町
過
失
割
合
70
％
）

議決件数　29件

原案可決

８　件

同　　意

20　件

承　　認

１　件

認　　定

０　件

第32回　令和５年６月　定例会
６月15日から20日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

❶
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

【
内
容
】

・
健
全
母
子
育
成
支
援
事
業

８
２
３
万
６
千
円

・
除
雪
機
械
購
入
事
業

１
４
５
万
２
千
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業（
都
市
計
画
費
）

５
９
８
万
４
千
円

　
令
和
４
年
度
に
完
了
が
見

込
め
な
い
た
め
、
令
和
５
年

度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る
も
の

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
字
の
区
域
の
変
更

【
内
容
】

・
県
営
粒
ケ
谷
地
地
区
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
施

行
に
伴
う
土
地
改
良
換
地

処
分
に
よ
り
必
要
と
な
っ

た
字
の
区
域
の
変
更

❷
五
戸
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
変
更

【
内
容
】

・
地
域
の
持
続
的
発
展
に
必

要
な
事
業
の
追
加

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
常
時
勤
務
す
る
職
員
で
診

療
の
業
務
に
従
事
し
た
医

師
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
❷
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ

る
介
護
保
険
の
第
一
号
被

保
険
者
保
険
料
の
減
免
措

置
延
長
に
伴
い
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
５
１
７
２
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

97
億
１
４
０
１
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
窓
口
デ
ジ
タ
ル
化
備
品

１
２
４
１
万
６
千
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
及
び
青
森
県
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金

１
３
０
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

４
９
７
４
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
委
託
料

６
４
９
万
１
千
円

議
席
番
号
　
３
番

総
務
常
任
委
員
会
　
委
員 髙　奥　浩　明

当選１回　  58歳

たか おく ひろ あき

新
議
員
紹
介

あ
ざ

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
　
１
件

損
害
賠
償
額
の
決
定
　
３
件

明
許
費
繰
越
計
算
書
　
１
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
11
件

条
例
の
一
部
変
更
　
４
件



⑤ ごのへ議会だより 第48号 ごのへ議会だより 第48号 ④

長期展示に向けて屋根、
プラットホーム等を整備

マイナンバーカードを用いて証明書交付等
の申請書の記入を省略する「書かない窓口」
を整備する（※イラストはイメージ）

新体制の五戸町議会がスタートしました

マイナンバーカードを用いて証明書交付等

❶
町
道
西
ノ
沢
剣
吉
線
神
明

橋
橋
梁
補
修
補
強
工
事
請

負
契
約
の
一
部
変
更

【
内
容
】

・
一
部
設
計
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

・
変
更
後
の
契
約
額

６
８
６
６
万
２
千
円

（
３
２
１
万
２
千
円
の
増
）

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

８
７
４
５
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

95
億
６
２
２
９
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
非
課
税
世
帯
等
物
価
高
騰

対
策
支
援
給
付
金

６
４
５
０
万
円

・
Ｄ
Ｃ
３
５
１
展
示
施
設
新

築
工
事
監
理
業
務
委
託
料

１
０
０
万
７
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

食
器
洗
浄
機
の
購
入

・
日
本
調
理
機
㈱
東
北
支
店

青
森
営
業
所５

１
７
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

❷
五
戸
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

議決件数　17件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

15　件

認　　定

０　件

第31回　令和５年４月　臨時会
４月28日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

❸
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

❹
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容（
❶
〜
❹
）】

・
各
関
係
法
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
も
の

❶
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　△
１
億
８
５
９
万
６
千
円

・
予
算
総
額

98
億
８
３
０
９
万
５
千
円

【
主
な
歳
出
増
額
】

・
除
雪
作
業
業
務
委
託
料

２
２
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
減
額
】

・
非
課
税
世
帯
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金

△
２
３
４
０
万
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
８
８
３
万
８
千
円

・
予
算
総
額

４
億
９
８
２
６
万
９
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
４
７
１
１
万
６
千
円

・
予
算
総
額

20
億
６
６
７
２
万
４
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
４
８
４
万
円

・
予
算
総
額

24
億
３
０
１
７
万
１
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
２
９
３
万
５
千
円

・
予
算
総
額

３
億
１
４
５
２
万
７
千
円

❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
８
９
８
万
３
千
円

・
予
算
総
額

１
億
３
７
６
８
万
１
千
円

❼
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
３
４
０
万
４
千
円

・
予
算
総
額

３
５
５
５
万
１
千
円

❽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
３
２
０
万
円

・
予
算
総
額

８
２
６
６
万
７
千
円

❾
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
７
９
９
万
７
千
円

・
予
算
総
額８

４
２
万
９
千
円


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
５
１
万
２
千
円

・
予
算
総
額

２
８
３
６
万
８
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

・
収
益
的
収
入

　１
億
８
４
７
１
万
３
千
円

増
の

28
億
９
０
２
５
万
１
千
円

・
収
益
的
支
出

　３
８
３
万
３
千
円
増
の

　27
億
２
１
２
９
万
円

・
資
本
的
収
入

　１
４
１
万
４
千
円
増
の

　

３
億
７
２
９
９
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
承
認

報
告

　１
件

専
決
処
分
の
承
認

　15
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算

　１
件

財
産
の
取
得

　１
件

町
長
提
出
案
件

報
告

　４
件

各
種
変
更

　２
件

条
例
の
一
部
改
正

　２
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算

　３
件

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

　第
32
回
定
例
会
初
日
の
令

和
５
年
６
月
15
日
に
、
補
欠

選
挙
に
お
い
て
新
た
に
就
任

さ
れ
た
議
員
の
議
席
の
指
定

及
び
常
任
委
員
の
選
任
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　任
期
は
、
令
和
５
年
６
月

５
日
か
ら
令
和
６
年
２
月
28

日
ま
で
で
す
。

❶
倉
石
支
所
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

８
万
９
８
６
７
円

（
町
過
失
割
合
70
％
）

❷
町
道
ひ
ば
り
野
八
戸
線
で

発
生
し
た
車
両
物
損
事
故

の
損
害
賠
償
請
求
に
関
す

る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定

・
損
害
賠
償
額

８
３
８
２
円

（
町
過
失
割
合
30
％
）

❸
倉
石
支
所
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

７
万
２
０
７
９
円

（
町
過
失
割
合
70
％
）

議決件数　29件

原案可決

８　件

同　　意

20　件

承　　認

１　件

認　　定

０　件

第32回　令和５年６月　定例会
６月15日から20日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

❶
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

【
内
容
】

・
健
全
母
子
育
成
支
援
事
業

８
２
３
万
６
千
円

・
除
雪
機
械
購
入
事
業

１
４
５
万
２
千
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業（
都
市
計
画
費
）

５
９
８
万
４
千
円

　令
和
４
年
度
に
完
了
が
見

込
め
な
い
た
め
、
令
和
５
年

度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る
も
の

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
字
の
区
域
の
変
更

【
内
容
】

・
県
営
粒
ケ
谷
地
地
区
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
施

行
に
伴
う
土
地
改
良
換
地

処
分
に
よ
り
必
要
と
な
っ

た
字
の
区
域
の
変
更

❷
五
戸
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
変
更

【
内
容
】

・
地
域
の
持
続
的
発
展
に
必

要
な
事
業
の
追
加

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
常
時
勤
務
す
る
職
員
で
診

療
の
業
務
に
従
事
し
た
医

師
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
❷
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ

る
介
護
保
険
の
第
一
号
被

保
険
者
保
険
料
の
減
免
措

置
延
長
に
伴
い
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
５
１
７
２
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

97
億
１
４
０
１
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
窓
口
デ
ジ
タ
ル
化
備
品

１
２
４
１
万
６
千
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
及
び
青
森
県
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金

１
３
０
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

４
９
７
４
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
委
託
料

６
４
９
万
１
千
円

議
席
番
号

　３
番

総
務
常
任
委
員
会

　委
員 髙　奥　浩　明

当選１回　  58歳

たか おく ひろ あき

新
議
員
紹
介

あ
ざ

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

　１
件

損
害
賠
償
額
の
決
定

　３
件

明
許
費
繰
越
計
算
書

　１
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算

　11
件

条
例
の
一
部
変
更

　４
件



⑦ ごのへ議会だより 第48号 ごのへ議会だより 第48号 ⑥

町
長
追
加
提
出
案
件

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
従
事

業
務
委
託
料

３
９
０
万
４
千
円

・
上
市
川
地
区
農
用
地
保
全

計
画
策
定
支
援
業
務
委
託

料

３
３
０
万
円

・
安
全
安
心
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
支
援
事
業
補
助
金

１
４
０
万
円

❷
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
増
額
）10万

８
千
円

・
予
算
総
額

20
億
４
９
５
３
万
２
千
円

❸
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

12
万
円

・
予
算
総
額

24
億
２
５
７
４
万
１
千
円

【
内
容
❷
、
❸
】

・
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
補
正

全
員
賛
成
で
可
決

❶
第
２
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車（
Ｃ
Ｄ―

Ｉ
）の
購
入

・
㈱
八
戸
鉄
工
所

３
４
９
８
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
澤
　

田
　
　

　
尚
氏（
64
歳
）

　
八
戸
市
大
字
田
面
木
字
中
村

【
再
任
】

主
な
職
歴

八
戸
市
立
白
銀
中
学
校
教
頭

新
郷
村
立
野
沢
中
学
校
校
長

三
八
教
育
事
務
所
次
長

八
戸
市
立
第
一
中
学
校
校
長

八
戸
市
福
祉
公
民
館
館
長

任
期

令
和
５
年
７
月
４
日
〜

令
和
８
年
７
月
３
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶
岩
　

井
　

壽
美
雄
氏（
72
歳
）

　
大
字
倉
石
中
市
字
中
市

❷
中
川
原
扶
貴
子
氏（
67
歳
）

　
大
字
扇
田
字
扇
田

❸
柏
　

田
　
雅
　

俊
氏（
74
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
舘
町

❹
鈴
　

木
　
德
　

治
氏（
76
歳
）

　
大
字
上
市
川
字
堰
向

❺
中
川
原
　

隆
　

雄
氏（
72
歳
）

　
大
字
扇
田
字
扇
田

❻
沼
　

沢
　

こ
え
子
氏（
70
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
滝
ノ
上

❼
大
　

沢
　

ト
モ
子
氏（
68
歳
）

　
字
正
場
沢

❽
稲
　

村
　
健
　

一
氏（
45
歳
）

　
字
蛯
川
村

❾
鳥
谷
部
甚
一
郎
氏（
76
歳
）

　
字
石
仏


佐
々
木
　

一
　

榮
氏（
75
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
熊
戸


豊
　

川
　
敏
　

雄
氏（
76
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
佐
野


佐
々
木
　

喜
　

克
氏（
37
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
粒
ケ
谷
地


川
　

﨑
　
良
　

巳
氏（
68
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
切
谷
内
村


北
　

村
　
　
　

勉
氏（
74
歳
）

　
大
字
浅
水
字
北
向


髙
　

村
　
國
　

昭
氏（
73
歳
）

　
大
字
倉
石
石
沢
字
高
岩


中
　

里
　
　

　
登
氏（
72
歳
）

　
大
字
上
市
川
字
中
坪


竹
　

原
　
　
　

誠
氏（
73
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
前
田


髙
　

橋
　
　
　

克
氏（
62
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
志
戸
岸


三
　

浦
　
弘
　

文
氏（
42
歳
）

　
字
川
原
町

任
期

令
和
５
年
７
月
20
日
〜

令
和
８
年
７
月
19
日

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
は
起

立
採
決
の
末
、
賛
成
多
数
で

同
意

そ
の
他
は
全
員
賛
成
で
同
意

【
賛
否
が
分
か
れ
た

議
案
の
審
議
結
果
】

賛
成
９
人

沢
　
田
　
良
　
一
　
議
員

髙
　
奥
　
浩
　
明
　
議
員

川
　
﨑
　
七
　
洋
　
議
員

鈴
　
木
　
隆
　
也
　
議
員

豊
　
田
　
孝
　
夫
　
議
員

大
　
沢
　
義
　
之
　
議
員

松
　
山
　
泰
　
治
　
議
員

中
川
原
　
賢
　
治
　
議
員

三
　
浦
　
俊
　
哉
　
議
員

反
対
４
人

大
久
保
　
和
　
夫
　
議
員

尾
　
形
　
裕
　
之
　
議
員

川
　
村
　
浩
　
昭
　
議
員

古
　
田
　
陸
　
夫
　
議
員

除
斥
１
人

柏
　
田
　
匡
　
智
　
議
員

欠
席
１
人

和
　
田
　
智
　
也
　
議
員

❶
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
青
森
県
人
事
委
員
会
規
則

の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

財
産
の
取
得
　
１
件

人
事
　
20
件

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
　
１
件

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
１
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
　
19
件

い
わ

い

す
み

お

か
し
わ
だ

ま
さ
と
し

す
ず

き

と
く

じ

な
か
が
わ
ら

た
か

お

お
お

さ
わ

と

も
こ

い
な

む
ら

け
ん
い
ち

ぬ
ま
さ
わ

こ

え

こ

な
か
が
わ
ら

ふ
き

こ

と
り
や
べ
じ
ん
い
ち
ろ
う

さ

さ
き

か
ず

え

と
よ
か
わ

と
し

お

か
わ
さ
き

よ
し

み

た
か
む
ら

く
に

あ
き

き
た
む
ら

つ
と
む

さ
わ

だ

ひ
さ
し

な
か
さ
と

の
ぼ
る

た
け
は
ら

ま
こ
と

み

う
ら

ひ
ろ

ふ
み

た
か
は
し

ま
さ
る

さ

さ
き

よ
し

か
つ

用
語
解
説

※

除
斥

　
議
員
本
人
や
そ
の
親

族
に
直
接
の
利
害
関
係

が
あ
る
議
案
の
場
合
、

そ
の
審
議
に
当
該
議
員

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　
昨
年
８
月
の
長
雨
で
多
く

の
野
菜
が
減
収
と
な
り
、
特

に
長
芋
の
被
害
が
大
き
く
、

生
産
者
の
減
収
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
近
隣
で
は
十
和
田
を
は
じ

め
上
北
地
方
に
お
い
て
作
付

面
積
に
応
じ
た
交
付
金
を
支

給
し
た
。

　
五
戸
町
の
対
応
は
。

　
令
和
４
年
度
時
に
お
い
て

減
収
金
額
な
ど
被
害
の
詳
細

が
不
明
だ
っ
た
た
め
、
長
芋

を
中
心
と
し
た
野
菜
類
の
長

雨
被
害
に
対
す
る
交
付
金
な

ど
の
事
業
は
実
施
し
て
い
な

い
。

　
今
後
、
減
収
金
額
が
明
ら

か
に
な
り
、
そ
れ
が
甚
大
な

場
合
は
、
農
業
者
の
要
望
等

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
青
年
の
新
規
就
農
者
及
び

経
営
継
承
者
へ
の
支
援
策
は
。

　
国
が
実
施
し
て
い
る
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
と
い

う
事
業
を
受
け
た
の
ち
、
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
新
規

就
農
者
に
対
し
、
五
戸
町
独

自
の
青
年
就
農
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
を
展
開
中
。

　
最
長
３
年
間
、上
限
１
０
８

万
円
の
支
援
金
を
給
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
規
就
農
者

の
経
営
を
支
援
し
て
い
る
。

　
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の

低
下
な
ど
に
よ
り
、
農
業
経

営
者
の
収
入
は
安
定
し
な

い
。

　
収
入
保
険
な
ど
の
対
策
は

あ
る
が
決
し
て
十
分
と
は
言

え
な
い
が
、
町
の
考
え
は
。

　
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る

観
点
か
ら
農
家
所
得
補
償
制

度
創
設
へ
向
け
て
、
現
在
調

査
し
て
い
る
。

　
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に

様
々
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入

減
少
を
広
く
補
償
す
る
収
入

保
険
等
へ
の
加
入
促
進
に
向

け
て
助
成
や
補
助
を
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
販
路
拡
大
へ

の
支
援
や
青
年
就
農
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
事
業
の
さ
ら
な
る

拡
大
や
農
業
生
産
基
盤
の
整

備
等
の
調
査
を
行
う
。

　
少
子
化
対
策
と
し
て
の
五

戸
町
の
子
育
て
支
援
策
は
。

　「
五
戸
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定

し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

母
子
保
健
に
お
け
る
健
康
診

査
の
充
実
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
配
置
、
母
子
家

庭
等
の
自
立
支
援
な
ど
、
子

育
て
支
援
策
を
展
開
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
新
生
児
祝
金
交
付

事
業
、
多
子
世
帯
支
援
商
品

券
発
行
事
業
、
乳
幼
児
等
医

療
給
付
事
業
、
子
育
て
世
帯

等
家
賃
補
助
事
業
、
３
歳
未

満
児
の
保
育
料
の
半
額
支
援

を
始
め
と
す
る
独
自
の
施
策

を
展
開
し
、
年
度
ご
と
に
分

析
と
評
価
を
行
い
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

　
新
年
度
の
子
育
て
支
援
事

業
は
。

　
以
前
か
ら
の
継
続
事
業
を

含
め
て
、

・
高
校
生
年
代
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
及
び
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
償
化

・
高
校
通
学
に
係
る
通
学
費

補
助
事
業
創
設

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

料
の
低
額
化

・
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

事
業

・
給
食
費
、
副
食
費
の
半
額

免
除

・
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
給

付
事
業

・
ひ
ば
り
野
公
園
や
五
戸
み

ら
い
パ
ー
ク
の
整
備
促
進

・
若
者
移
住
者
に
対
す
る
定

住
交
付
金
事
業
な
ど
。

　
奨
学
金
制
度
の
充
実
は
有

効
な
子
育
て
支
援
策
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
現
状
と
今
後
の

進
め
方
は
。

　
町
独
自
の
奨
学
金
制
度
で

は
、
所
得
等
一
定
の
基
準
を

満
た
す
奨
学
生
に
、
高
等
学

校
等
は
月
２
万
円
以
内
、
大

学
等
は
月
４
万
円
以
内
を
無

利
子
で
貸
与
し
て
い
る
。
償

還
期
間
は
、
高
等
学
校
等
は

10
年
間
、
大
学
等
は
貸
与
し

た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
。

　
今
年
度
よ
り
高
等
学
校
等

の
奨
学
生
に
つ
い
て
返
納
減

免
型
奨
学
金
制
度
と
し
、
卒

業
後
、
五
戸
町
に
住
む
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場

合
に
つ
い
て
最
大
１
／
２
以

内
の
額
を
減
免
す
る
。

　
今
後
も
奨
学
金
制
度
の
充

実
に
向
け
調
査
研
究
す
る
。

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

③

答 

小
村
農
林
課
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

６
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
五
戸
町
の
農
業
支
援
策
は

町
長

　農
業
経
営
の
安
定
化
を

　
　
　図
る
制
度
の
事
業
化
を

　
　
　調
査
す
る

◆
奨
学
金
制
度
の
充
実
は

教
育
長

　返
納
減
免
型
奨
学
金

　
　
　
　制
度
の
拡
充
な
ど
を

　
　
　
　検
討
す
る

一般質問

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員
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町
長
追
加
提
出
案
件

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
従
事

業
務
委
託
料

３
９
０
万
４
千
円

・
上
市
川
地
区
農
用
地
保
全

計
画
策
定
支
援
業
務
委
託

料

３
３
０
万
円

・
安
全
安
心
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
支
援
事
業
補
助
金

１
４
０
万
円

❷
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
増
額
）10万

８
千
円

・
予
算
総
額

20
億
４
９
５
３
万
２
千
円

❸
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

12
万
円

・
予
算
総
額

24
億
２
５
７
４
万
１
千
円

【
内
容
❷
、
❸
】

・
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
補
正

全
員
賛
成
で
可
決

❶
第
２
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車（
Ｃ
Ｄ―

Ｉ
）の
購
入

・
㈱
八
戸
鉄
工
所

３
４
９
８
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
澤
　田

　　
　尚
氏（
64
歳
）

　八
戸
市
大
字
田
面
木
字
中
村

【
再
任
】

主
な
職
歴

八
戸
市
立
白
銀
中
学
校
教
頭

新
郷
村
立
野
沢
中
学
校
校
長

三
八
教
育
事
務
所
次
長

八
戸
市
立
第
一
中
学
校
校
長

八
戸
市
福
祉
公
民
館
館
長

任
期

令
和
５
年
７
月
４
日
〜

令
和
８
年
７
月
３
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶
岩
　井
　壽
美
雄
氏（
72
歳
）

　大
字
倉
石
中
市
字
中
市

❷
中
川
原
扶
貴
子
氏（
67
歳
）

　大
字
扇
田
字
扇
田

❸
柏
　田

　雅
　俊
氏（
74
歳
）

　大
字
倉
石
又
重
字
舘
町

❹
鈴
　木

　德
　治
氏（
76
歳
）

　大
字
上
市
川
字
堰
向

❺
中
川
原
　隆
　雄
氏（
72
歳
）

　大
字
扇
田
字
扇
田

❻
沼
　沢
　こ
え
子
氏（
70
歳
）

　大
字
倉
石
又
重
字
滝
ノ
上

❼
大
　沢
　ト
モ
子
氏（
68
歳
）

　字
正
場
沢

❽
稲
　村

　健
　一
氏（
45
歳
）

　字
蛯
川
村

❾
鳥
谷
部
甚
一
郎
氏（
76
歳
）

　字
石
仏


佐
々
木
　一
　榮
氏（
75
歳
）

　大
字
豊
間
内
字
熊
戸


豊
　川

　敏
　雄
氏（
76
歳
）

　大
字
切
谷
内
字
佐
野


佐
々
木
　喜
　克
氏（
37
歳
）

　大
字
切
谷
内
字
粒
ケ
谷
地


川
　﨑

　良
　巳
氏（
68
歳
）

　大
字
切
谷
内
字
切
谷
内
村


北
　村

　
　　勉
氏（
74
歳
）

　大
字
浅
水
字
北
向


髙
　村

　國
　昭
氏（
73
歳
）

　大
字
倉
石
石
沢
字
高
岩


中
　里

　　
　登
氏（
72
歳
）

　大
字
上
市
川
字
中
坪


竹
　原

　
　　誠
氏（
73
歳
）

　大
字
倉
石
又
重
字
前
田


髙
　橋

　
　　克
氏（
62
歳
）

　大
字
豊
間
内
字
志
戸
岸


三
　浦

　弘
　文
氏（
42
歳
）

　字
川
原
町

任
期

令
和
５
年
７
月
20
日
〜

令
和
８
年
７
月
19
日

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
は
起

立
採
決
の
末
、
賛
成
多
数
で

同
意

そ
の
他
は
全
員
賛
成
で
同
意

【
賛
否
が
分
か
れ
た

議
案
の
審
議
結
果
】

賛
成
９
人

沢

　田

　良

　一

　議
員

髙

　奥

　浩

　明

　議
員

川

　﨑

　七

　洋

　議
員

鈴

　木

　隆

　也

　議
員

豊

　田

　孝

　夫

　議
員

大

　沢

　義

　之

　議
員

松

　山

　泰

　治

　議
員

中
川
原

　賢

　治

　議
員

三

　浦

　俊

　哉

　議
員

反
対
４
人

大
久
保

　和

　夫

　議
員

尾

　形

　裕

　之

　議
員

川

　村

　浩

　昭

　議
員

古

　田

　陸

　夫

　議
員

除
斥
１
人

柏

　田

　匡

　智

　議
員

欠
席
１
人

和

　田

　智

　也

　議
員

❶
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
青
森
県
人
事
委
員
会
規
則

の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

財
産
の
取
得

　１
件

人
事

　20
件

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　１
件

専
決
処
分
の
承
認

　１
件

条
例
の
一
部
改
正

　１
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　19
件

い
わ

い

す
み

お

か
し
わ
だ

ま
さ
と
し

す
ず

き

と
く

じ

な
か
が
わ
ら

た
か

お

お
お

さ
わ

と

も
こ

い
な

む
ら

け
ん
い
ち

ぬ
ま
さ
わ

こ

え

こ

な
か
が
わ
ら

ふ
き

こ

と
り
や
べ
じ
ん
い
ち
ろ
う

さ

さ
き

か
ず

え

と
よ
か
わ

と
し

お

か
わ
さ
き

よ
し

み

た
か
む
ら

く
に

あ
き

き
た
む
ら

つ
と
む

さ
わ

だ

ひ
さ
し

な
か
さ
と

の
ぼ
る

た
け
は
ら

ま
こ
と

み

う
ら

ひ
ろ

ふ
み

た
か
は
し

ま
さ
る

さ

さ
き

よ
し

か
つ

用
語
解
説

※

除
斥

　議
員
本
人
や
そ
の
親

族
に
直
接
の
利
害
関
係

が
あ
る
議
案
の
場
合
、

そ
の
審
議
に
当
該
議
員

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　昨
年
８
月
の
長
雨
で
多
く

の
野
菜
が
減
収
と
な
り
、
特

に
長
芋
の
被
害
が
大
き
く
、

生
産
者
の
減
収
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　近
隣
で
は
十
和
田
を
は
じ

め
上
北
地
方
に
お
い
て
作
付

面
積
に
応
じ
た
交
付
金
を
支

給
し
た
。

　五
戸
町
の
対
応
は
。

　令
和
４
年
度
時
に
お
い
て

減
収
金
額
な
ど
被
害
の
詳
細

が
不
明
だ
っ
た
た
め
、
長
芋

を
中
心
と
し
た
野
菜
類
の
長

雨
被
害
に
対
す
る
交
付
金
な

ど
の
事
業
は
実
施
し
て
い
な

い
。

　今
後
、
減
収
金
額
が
明
ら

か
に
な
り
、
そ
れ
が
甚
大
な

場
合
は
、
農
業
者
の
要
望
等

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　青
年
の
新
規
就
農
者
及
び

経
営
継
承
者
へ
の
支
援
策
は
。

　国
が
実
施
し
て
い
る
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
と
い

う
事
業
を
受
け
た
の
ち
、
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
新
規

就
農
者
に
対
し
、
五
戸
町
独

自
の
青
年
就
農
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
を
展
開
中
。

　最
長
３
年
間
、上
限
１
０
８

万
円
の
支
援
金
を
給
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
規
就
農
者

の
経
営
を
支
援
し
て
い
る
。

　自
然
災
害
や
市
場
価
格
の

低
下
な
ど
に
よ
り
、
農
業
経

営
者
の
収
入
は
安
定
し
な

い
。　収

入
保
険
な
ど
の
対
策
は

あ
る
が
決
し
て
十
分
と
は
言

え
な
い
が
、
町
の
考
え
は
。

　農
業
経
営
の
安
定
を
図
る

観
点
か
ら
農
家
所
得
補
償
制

度
創
設
へ
向
け
て
、
現
在
調

査
し
て
い
る
。

　全
て
の
農
産
物
を
対
象
に

様
々
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入

減
少
を
広
く
補
償
す
る
収
入

保
険
等
へ
の
加
入
促
進
に
向

け
て
助
成
や
補
助
を
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
販
路
拡
大
へ

の
支
援
や
青
年
就
農
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
事
業
の
さ
ら
な
る

拡
大
や
農
業
生
産
基
盤
の
整

備
等
の
調
査
を
行
う
。

　少
子
化
対
策
と
し
て
の
五

戸
町
の
子
育
て
支
援
策
は
。

　「
五
戸
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定

し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

母
子
保
健
に
お
け
る
健
康
診

査
の
充
実
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
配
置
、
母
子
家

庭
等
の
自
立
支
援
な
ど
、
子

育
て
支
援
策
を
展
開
し
て
い

る
。　ま

た
、
新
生
児
祝
金
交
付

事
業
、
多
子
世
帯
支
援
商
品

券
発
行
事
業
、
乳
幼
児
等
医

療
給
付
事
業
、
子
育
て
世
帯

等
家
賃
補
助
事
業
、
３
歳
未

満
児
の
保
育
料
の
半
額
支
援

を
始
め
と
す
る
独
自
の
施
策

を
展
開
し
、
年
度
ご
と
に
分

析
と
評
価
を
行
い
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

　新
年
度
の
子
育
て
支
援
事

業
は
。

　以
前
か
ら
の
継
続
事
業
を

含
め
て
、

・
高
校
生
年
代
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
及
び
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
償
化

・
高
校
通
学
に
係
る
通
学
費

補
助
事
業
創
設

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

料
の
低
額
化

・
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

事
業

・
給
食
費
、
副
食
費
の
半
額

免
除

・
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
給

付
事
業

・
ひ
ば
り
野
公
園
や
五
戸
み

ら
い
パ
ー
ク
の
整
備
促
進

・
若
者
移
住
者
に
対
す
る
定

住
交
付
金
事
業
な
ど
。

　奨
学
金
制
度
の
充
実
は
有

効
な
子
育
て
支
援
策
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
現
状
と
今
後
の

進
め
方
は
。

　町
独
自
の
奨
学
金
制
度
で

は
、
所
得
等
一
定
の
基
準
を

満
た
す
奨
学
生
に
、
高
等
学

校
等
は
月
２
万
円
以
内
、
大

学
等
は
月
４
万
円
以
内
を
無

利
子
で
貸
与
し
て
い
る
。
償

還
期
間
は
、
高
等
学
校
等
は

10
年
間
、
大
学
等
は
貸
与
し

た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
。

　今
年
度
よ
り
高
等
学
校
等

の
奨
学
生
に
つ
い
て
返
納
減

免
型
奨
学
金
制
度
と
し
、
卒

業
後
、
五
戸
町
に
住
む
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場

合
に
つ
い
て
最
大
１
／
２
以

内
の
額
を
減
免
す
る
。

　今
後
も
奨
学
金
制
度
の
充

実
に
向
け
調
査
研
究
す
る
。

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

③

答 

小
村
農
林
課
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

６
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
五
戸
町
の
農
業
支
援
策
は

町
長

　
農
業
経
営
の
安
定
化
を

　
　
　
図
る
制
度
の
事
業
化
を

　
　
　
調
査
す
る

◆
奨
学
金
制
度
の
充
実
は

教
育
長

　
返
納
減
免
型
奨
学
金

　
　
　
　
制
度
の
拡
充
な
ど
を

　
　
　
　
検
討
す
る

一般質問

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員
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「
質
問
要
旨
」

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）
が

本
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
消
費
税

免
税
事
業
者
と
し
て
営
ん
で

き
た
農
家
が
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
る
か
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
登
録
が
必
要
な
農
業
者
は
。

　　
登
録
は
販
売
形
態
や
取
引

先
の
状
況
等
に
よ
り
各
農
業

者
が
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、

一
概
に
答
え
ら
れ
な
い
。
個
別

に
税
務
署
に
ご
相
談
い
た
だ

き
た
い
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
は
年
度

途
中
で
も
申
請
可
能
か
。

　　
令
和
５
年
10
月
１
日
ま
で

の
登
録
に
は
令
和
５
年
９
月

30
日
ま
で
の
申
請
が
必
要
。

そ
れ
以
降
も
登
録
可
能
だ

が
、
登
録
希
望
日
の
15
日
前

ま
で
の
申
請
が
必
要
。

　
適
格
請
求
書
の
様
式
に

規
格
は
あ
る
か
。
市
販
の
汎
用

請
求
書
は
使
用
で
き
る
か
。

　　
特
段
の
様
式
は
な
く
市
販

の
請
求
書
様
式
も
使
え
る
が
、

次
の
６
項
目
の
記
載
が
必
要
。

　
農
協
や
市
場
の
出
荷
に
も

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
は
必
要
か
。

　　
そ
れ
ぞ
れ
交
付
義
務
が

免
除
さ
れ
る
特
例
が
あ
る
が
、

そ
の
条
件
に
該
当
す
る
か
は

市
場
、
農
協
に
ご
確
認
い
た

だ
き
た
い
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に

よ
り
、
確
定
申
告
の
際
に
該

当
書
類
等
を
提
示
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
。

　　
町
の
所
得
税
申
告
会
場
で

は
、
消
費
税
申
告
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
は
難
し
く
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
。

　　
制
度
の
理
解
増
進
の
た
め

農
業
者
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
開
く
予
定
は
あ
る
か
。

　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
は

い
な
い
。
相
談
会
や
研
修
会

は
八
戸
税
務
署
で
行
っ
て

い
る
。

「
質
問
要
旨
」

　
少
子
化
対
策
は
国
や
県
で

も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
特

に
国
で
は「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」と
銘
打
っ
て
の
対

策
が
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
当
町
に
お
け
る

独
自
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
な

る
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
制
度
が
あ
る
か
。

　　
町
単
独
事
業
は
高
校
生

広
域
通
学
定
期
券
購
入
補
助

事
業
、
３
歳
未
満
児
保
育
料

半
額
支
援
な
ど
実
施
中
。

　　
妊
娠
・
出
産
の
一
時
金
、

定
額
給
付
金
な
ど
を
増
額
す

る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
昨

年
度
と
今
年
度（
現
時
点
）

の
新
生
児
は
何
名
か
。

　
増
額
に
向
け
て
検
討
中
。

出
生
数
は
令
和
４
年
度
44
名
、

令
和
５
年
度
は
４
月
３
名
、

５
月
１
名
。

　　
男
女
出
会
い
の
場
の
創
設

に
つ
い
て
、
行
政
が
直
接

行
う
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　　
平
成
27
年
度
か
ら
町
が

業
務
委
託
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
が
、
参
加
者
・

費
用
対
効
果
が
少
な
く
３
年

で
終
了
し
た
経
緯
が
あ
り
、

現
在
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
、
共
同
運
営
に
参
加
し

て
い
る
青
森
県
の
Ａ
Ｉ
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム「
Ａ
Ｉ（
あ

い
）で
あ
う
」
の
活
用
や
、

婚
活
運
営
団
体
へ
の
支
援

事
業
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
。

　　
町
に
は
車
道
に
下
る
よ
う

に
斜
め
に
な
っ
て
い
る
危
険

な
歩
道
が
あ
る
。
歩
道
の

調
査
・
修
繕
・
研
究
の
進
捗

は
。

　　
県
道
五
戸
六
戸
線
の
歩
道

に
つ
い
て
は
、
町
の
現
地
調

査
の
写
真
を
付
け
て
青
森
県

地
域
整
備
部
に
要
望
し
て
い

る
が
、
工
事
等
実
施
時
期
は

未
定
と
の
こ
と
。
歩
行
者
等

の
安
全
を
考
慮
し
、
県
に
対

し
て
、
県
職
員
同
席
の
現
地

確
認
の
実
施
も
含
め
て
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
町
道
に
つ
い
て
は
計
画
的

な
歩
道
整
備
に
向
け
て
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
の
整
備
は
町
道
博
労
町

線
の
歩
道
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
電
柱
に
よ
っ
て
窮

屈
に
な
っ
て
い
る
町
道
に
お

い
て
新
た
な
歩
道
の
構
造
を

研
究
し
、
も
し
も
そ
こ
で
成

果
が
出
た
ら
県
道
に
も
提
案

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　　
シ
ニ
ア
カ
ー
利
用
者
の
中

に
は
車
の
運
転
免
許
証
を

返
納
し
出
歩
く
の
が
難
し
い

人
た
ち
も
い
る
。
歩
道
整
備

に
代
わ
る
対
策
は
あ
る
か
。

　　
運
転
免
許
証
返
納
支
援
事

業
に
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
南
部
バ
ス
、
町
内
タ
ク
シ
ー

で
使
え
る
乗
車
券
を
年
間

１
万
円
分
交
付
し
て
い
る
。

　　
医
師
確
保
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

　　
医
師
確
保
の
方
策
と
し
て
、

か
ね
て
か
ら
の
大
学
及
び

医
療
機
関
へ
の
医
師
派
遣
依

頼
と
、
昨
年
12
月
か
ら
の
民

間
専
門
業
者
へ
の
医
師
紹
介

業
務
の
委
託
が
あ
る
。
現
在

の
進
捗
は
、
次
の
と
お
り
。

　
今
後
も
住
民
の
皆
様
へ
の

安
定
的
な
医
療
の
提
供
に

向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
医
師

確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　 　
内
科
の
常
勤
医
師
の
不
足

は
入
院
の
受
け
入
れ
に
も
影

響
す
る
。「
入
院
患
者
を
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
総
合
病
院
」

に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
は
。

　　
現
在
は
安
藤
院
長
が
、

外
科
の
医
師
で
は
あ
る
が
、

可
能
な
範
囲
で
内
科
患
者
の

入
院
を
受
け
入
れ
て
対
応
し

て
い
る
。

　
引
き
続
き
大
学
へ
の
派
遣

依
頼
、
医
師
紹
介
業
者
へ
の

委
託
に
て
、
入
院
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
内
科
常
勤
医
師
の

確
保
に
努
め
る
。

とよ た たか お
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◆
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
町
長
　
県
の
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ

　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
共
同
運
営
に
参
加

◆
五
戸
総
合
病
院
の
医
師
確
保
は

　
町
長
　
内
科
金
曜
日
外
来
が
再
開

　
　
　
　
引
き
続
き
確
保
に
全
力
を
挙
げ
る

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

常
勤
医
師

　
３
月
一
般
質
問
の
時
点

で
紹
介
の
あ
っ
た
２
名
に

つ
い
て
、
協
議
継
続
中
。

非
常
勤
医
師

　
さ
ら
に
１
名
確
約
。

　
３
月
一
般
質
問
の
時
点

で
確
約
の
あ
っ
た
２
名

を
加
え
た
計
３
名
の
医
師

が
４
月
か
ら
休
日
等
の

応
援
診
療
に
当
た
っ
て

い
る
。

　
加
え
て
八
戸
市
民
病
院

か
ら
も
派
遣
を
い
た
だ

き
、４
月
14
日
か
ら
内
科

金
曜
日
外
来
診
療
を
再
開

で
き
た
。

質 

問 

① 

　
大
雨
で
の
五
戸
川
氾
濫
の

お
そ
れ
は
。
そ
の
対
策
と
、

堤
防
破
損
箇
所
の
修
繕
は
。

　　
集
中
豪
雨
等
が
全
国
で
多

発
す
る
中
、
五
戸
川
も
氾
濫

の
お
そ
れ
が
な
い
と
断
言
で

き
な
い
。
管
轄
の
県
地
域
整

備
部
で
は
、
護
岸
の
雑
木
撤

去
や
河
床
の
浚
渫
等
を
順
次

行
い
防
災
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
町
が
把
握
す
る
堤
防
破

損
箇
所
も
同
部
署
に
早
期
復

旧
を
要
望
し
て
い
る
。

　　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
令
の
際
の

町
と
し
て
の
対
策
は
。

　 　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報

発
出
時
は
万
一
の
着
弾
に

備
え
総
務
課
職
員
が
出
勤

し
情
報
収
集
を
行
う
が
、

発
射
か
ら
着
弾
ま
で
が
ご
く

短
時
間
な
た
め
、
町
民
の

方
々
に
は
ま
ず
爆
風
や
飛
散

物
等
か
ら
身
を
守
る
行
動
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
身

を
守
る
行
動
に
つ
い
て
町
の

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、

今
後
広
報
や
防
災
訓
練
の

場
も
活
用
し
て
周
知
・
啓
発

に
努
め
る
。

　　
町
の
熱
中
症
対
策
は
。

　　
公
共
施
設
の
書
架
や
広
報

誌
を
活
用
し
た
予
防
啓
発

継
続
に
加
え
、
高
齢
者
ら

熱
中
症
弱
者
へ
の
声
が
け
・

見
守
り
強
化
の
た
め
の
福
祉

団
体
等
へ
の
協
力
依
頼
や
、

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト

発
表
の
際
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
開
放
で
き
る

冷
房
の
効
い
た
公
共
施
設

等
の
確
保
に
向
け
て
調
査
し

て
い
く
。

◆
五
戸
の
防
災
対
策
は

　
町
長
　
防
災
設
備
の
整
備
、
非
常
時
の

　
　
　
　
行
動
の
周
知
・
啓
発
に
努
め
る

一般質問

質
問 

②

◆
五
戸
町
内
歩
道
に

　つ
い
て

一般質問

質
問 

① 

質
問 

②

質
問 

① 

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

上
山
病
院
事
務
局
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑤

質
問 

⑥

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
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　　　　所轄の税務署での相談を勧める

質
問 

② 

質
問 

② 

質
問 

② 

質
問 

① 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

① 

バスやタクシーでも使える
乗車券（年間１万円分）
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「
質
問
要
旨
」

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）
が

本
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
消
費
税

免
税
事
業
者
と
し
て
営
ん
で

き
た
農
家
が
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
る
か
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
登
録
が
必
要
な
農
業
者
は
。

　　
登
録
は
販
売
形
態
や
取
引

先
の
状
況
等
に
よ
り
各
農
業

者
が
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、

一
概
に
答
え
ら
れ
な
い
。
個
別

に
税
務
署
に
ご
相
談
い
た
だ

き
た
い
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
は
年
度

途
中
で
も
申
請
可
能
か
。

　　
令
和
５
年
10
月
１
日
ま
で

の
登
録
に
は
令
和
５
年
９
月

30
日
ま
で
の
申
請
が
必
要
。

そ
れ
以
降
も
登
録
可
能
だ

が
、
登
録
希
望
日
の
15
日
前

ま
で
の
申
請
が
必
要
。

　
適
格
請
求
書
の
様
式
に

規
格
は
あ
る
か
。
市
販
の
汎
用

請
求
書
は
使
用
で
き
る
か
。

　　
特
段
の
様
式
は
な
く
市
販

の
請
求
書
様
式
も
使
え
る
が
、

次
の
６
項
目
の
記
載
が
必
要
。

　
農
協
や
市
場
の
出
荷
に
も

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
は
必
要
か
。

　　
そ
れ
ぞ
れ
交
付
義
務
が

免
除
さ
れ
る
特
例
が
あ
る
が
、

そ
の
条
件
に
該
当
す
る
か
は

市
場
、
農
協
に
ご
確
認
い
た

だ
き
た
い
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に

よ
り
、
確
定
申
告
の
際
に
該

当
書
類
等
を
提
示
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
。

　　
町
の
所
得
税
申
告
会
場
で

は
、
消
費
税
申
告
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
は
難
し
く
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
。

　　
制
度
の
理
解
増
進
の
た
め

農
業
者
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
開
く
予
定
は
あ
る
か
。

　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
は

い
な
い
。
相
談
会
や
研
修
会

は
八
戸
税
務
署
で
行
っ
て

い
る
。

「
質
問
要
旨
」

　
少
子
化
対
策
は
国
や
県
で

も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
特

に
国
で
は「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」と
銘
打
っ
て
の
対

策
が
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
当
町
に
お
け
る

独
自
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
な

る
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
制
度
が
あ
る
か
。

　　
町
単
独
事
業
は
高
校
生

広
域
通
学
定
期
券
購
入
補
助

事
業
、
３
歳
未
満
児
保
育
料

半
額
支
援
な
ど
実
施
中
。

　　
妊
娠
・
出
産
の
一
時
金
、

定
額
給
付
金
な
ど
を
増
額
す

る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
昨

年
度
と
今
年
度（
現
時
点
）

の
新
生
児
は
何
名
か
。

　
増
額
に
向
け
て
検
討
中
。

出
生
数
は
令
和
４
年
度
44
名
、

令
和
５
年
度
は
４
月
３
名
、

５
月
１
名
。

　　
男
女
出
会
い
の
場
の
創
設

に
つ
い
て
、
行
政
が
直
接

行
う
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　　
平
成
27
年
度
か
ら
町
が

業
務
委
託
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
が
、
参
加
者
・

費
用
対
効
果
が
少
な
く
３
年

で
終
了
し
た
経
緯
が
あ
り
、

現
在
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
、
共
同
運
営
に
参
加
し

て
い
る
青
森
県
の
Ａ
Ｉ
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム「
Ａ
Ｉ（
あ

い
）で
あ
う
」
の
活
用
や
、

婚
活
運
営
団
体
へ
の
支
援

事
業
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
。

　　
町
に
は
車
道
に
下
る
よ
う

に
斜
め
に
な
っ
て
い
る
危
険

な
歩
道
が
あ
る
。
歩
道
の

調
査
・
修
繕
・
研
究
の
進
捗

は
。

　　
県
道
五
戸
六
戸
線
の
歩
道

に
つ
い
て
は
、
町
の
現
地
調

査
の
写
真
を
付
け
て
青
森
県

地
域
整
備
部
に
要
望
し
て
い

る
が
、
工
事
等
実
施
時
期
は

未
定
と
の
こ
と
。
歩
行
者
等

の
安
全
を
考
慮
し
、
県
に
対

し
て
、
県
職
員
同
席
の
現
地

確
認
の
実
施
も
含
め
て
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
町
道
に
つ
い
て
は
計
画
的

な
歩
道
整
備
に
向
け
て
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
の
整
備
は
町
道
博
労
町

線
の
歩
道
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
電
柱
に
よ
っ
て
窮

屈
に
な
っ
て
い
る
町
道
に
お

い
て
新
た
な
歩
道
の
構
造
を

研
究
し
、
も
し
も
そ
こ
で
成

果
が
出
た
ら
県
道
に
も
提
案

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　　
シ
ニ
ア
カ
ー
利
用
者
の
中

に
は
車
の
運
転
免
許
証
を

返
納
し
出
歩
く
の
が
難
し
い

人
た
ち
も
い
る
。
歩
道
整
備

に
代
わ
る
対
策
は
あ
る
か
。

　　
運
転
免
許
証
返
納
支
援
事

業
に
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
南
部
バ
ス
、
町
内
タ
ク
シ
ー

で
使
え
る
乗
車
券
を
年
間

１
万
円
分
交
付
し
て
い
る
。

　　
医
師
確
保
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

　　
医
師
確
保
の
方
策
と
し
て
、

か
ね
て
か
ら
の
大
学
及
び

医
療
機
関
へ
の
医
師
派
遣
依

頼
と
、
昨
年
12
月
か
ら
の
民

間
専
門
業
者
へ
の
医
師
紹
介

業
務
の
委
託
が
あ
る
。
現
在

の
進
捗
は
、
次
の
と
お
り
。

　
今
後
も
住
民
の
皆
様
へ
の

安
定
的
な
医
療
の
提
供
に

向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
医
師

確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　 　
内
科
の
常
勤
医
師
の
不
足

は
入
院
の
受
け
入
れ
に
も
影

響
す
る
。「
入
院
患
者
を
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
総
合
病
院
」

に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
は
。

　　
現
在
は
安
藤
院
長
が
、

外
科
の
医
師
で
は
あ
る
が
、

可
能
な
範
囲
で
内
科
患
者
の

入
院
を
受
け
入
れ
て
対
応
し

て
い
る
。

　
引
き
続
き
大
学
へ
の
派
遣

依
頼
、
医
師
紹
介
業
者
へ
の

委
託
に
て
、
入
院
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
内
科
常
勤
医
師
の

確
保
に
努
め
る
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

❶ 発行事業者の氏名又は名称及び登録番号
❷ 取引年月日
❸ 取引内容（軽減税率の対象品目である場合はその旨）
❹ 税率ごとに区分して合計した対価の額及び適用税率
❺ 税率ごとに区分した消費税額等
❻ 交付先の相手方の氏名又は名称

◆
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
町
長
　
県
の
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ

　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
共
同
運
営
に
参
加

◆
五
戸
総
合
病
院
の
医
師
確
保
は

　
町
長
　
内
科
金
曜
日
外
来
が
再
開

　
　
　
　
引
き
続
き
確
保
に
全
力
を
挙
げ
る

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

常
勤
医
師

　
３
月
一
般
質
問
の
時
点

で
紹
介
の
あ
っ
た
２
名
に

つ
い
て
、
協
議
継
続
中
。

非
常
勤
医
師

　
さ
ら
に
１
名
確
約
。

　
３
月
一
般
質
問
の
時
点

で
確
約
の
あ
っ
た
２
名

を
加
え
た
計
３
名
の
医
師

が
４
月
か
ら
休
日
等
の

応
援
診
療
に
当
た
っ
て

い
る
。

　
加
え
て
八
戸
市
民
病
院

か
ら
も
派
遣
を
い
た
だ

き
、４
月
14
日
か
ら
内
科

金
曜
日
外
来
診
療
を
再
開

で
き
た
。

質 

問 

① 

　
大
雨
で
の
五
戸
川
氾
濫
の

お
そ
れ
は
。
そ
の
対
策
と
、

堤
防
破
損
箇
所
の
修
繕
は
。

　　
集
中
豪
雨
等
が
全
国
で
多

発
す
る
中
、
五
戸
川
も
氾
濫

の
お
そ
れ
が
な
い
と
断
言
で

き
な
い
。
管
轄
の
県
地
域
整

備
部
で
は
、
護
岸
の
雑
木
撤

去
や
河
床
の
浚
渫
等
を
順
次

行
い
防
災
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
町
が
把
握
す
る
堤
防
破

損
箇
所
も
同
部
署
に
早
期
復

旧
を
要
望
し
て
い
る
。

　　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
令
の
際
の

町
と
し
て
の
対
策
は
。

　 　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報

発
出
時
は
万
一
の
着
弾
に

備
え
総
務
課
職
員
が
出
勤

し
情
報
収
集
を
行
う
が
、

発
射
か
ら
着
弾
ま
で
が
ご
く

短
時
間
な
た
め
、
町
民
の

方
々
に
は
ま
ず
爆
風
や
飛
散

物
等
か
ら
身
を
守
る
行
動
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
身

を
守
る
行
動
に
つ
い
て
町
の

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、

今
後
広
報
や
防
災
訓
練
の

場
も
活
用
し
て
周
知
・
啓
発

に
努
め
る
。

　　
町
の
熱
中
症
対
策
は
。

　　
公
共
施
設
の
書
架
や
広
報

誌
を
活
用
し
た
予
防
啓
発

継
続
に
加
え
、
高
齢
者
ら

熱
中
症
弱
者
へ
の
声
が
け
・

見
守
り
強
化
の
た
め
の
福
祉

団
体
等
へ
の
協
力
依
頼
や
、

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト

発
表
の
際
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
開
放
で
き
る

冷
房
の
効
い
た
公
共
施
設

等
の
確
保
に
向
け
て
調
査
し

て
い
く
。

◆
五
戸
の
防
災
対
策
は

　
町
長
　
防
災
設
備
の
整
備
、
非
常
時
の

　
　
　
　
行
動
の
周
知
・
啓
発
に
努
め
る

一般質問

質
問 

②

◆
五
戸
町
内
歩
道
に

　つ
い
て

一般質問

質
問 

① 

質
問 

②

質
問 

① 

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

上
山
病
院
事
務
局
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑤

質
問 

⑥

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

① ◆インボイス制度導入による農業者への影響は
　町長　消費税関係なので町が直接指導等できない
　　　　所轄の税務署での相談を勧める

質
問 

② 

質
問 

② 

質
問 

② 

質
問 

① 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

① 

バスやタクシーでも使える
乗車券（年間１万円分）



ごのへ議会だより 第48号 ⑩

委
員
長

　川

　﨑

　七

　洋

副
委
員
長

　豊

　田

　孝

　夫

委

　
　員

　和

　田

　智

　也

委

　
　員

　柏

　田

　匡

　智

委

　
　員

　鈴

　木

　隆

　也

委

　
　員

　大
久
保

　和

　夫

発
行
責
任
者

議

長

　三

　浦

　專
治
郎

令
和
５
年
７
月
28
日
発
行

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
　五
戸
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

・
槍
沢
の
し
だ
れ
桜

樹
齢
１
０
０
年
越
え
の
見
事

な
桜
で
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
わ
れ
る

・
正
子
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

約
３
０
０
種
、
10
万
株
以
上

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

・
桜
沼
公
園
の
鯉
の
ぼ
り

約
２
０
０
ｍ
に
渡
っ
て
並

ぶ
、
大
小
１
５
０
匹
を
超
え

る
鯉
の
ぼ
り
た
ち

　地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
、
家
族
や
仲
間
の
方
々

で
、
五
戸
町
の
観
光
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　先
日
、
桜
沼
を
守
る
会
の
方

か
ら「
近
年
、
劣
化
や
破
損
な

ど
で
鯉
の
ぼ
り
が
不
足
し
て
い

る
」と
聞
き
ま
し
た
。
も
し
不

用
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
五
戸
町
観
光
協
会

を
通
じ
て
寄
付
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
何
と

ぞ
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

委
員

　大
久
保

　和
夫

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 次
回
の
議
会
だ
よ
り

は
、
令
和
５
年
10
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

９月定例会は９月７日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

五戸町議会では、町内で活動をしている団体やグループから、
まちづくりの課題などについてご意見・ご要望を伺う場の企画を行います。
テーマは五戸町に関するものであれば自由です。（生活、医療、教育、産業、などなど）

※テーマや開催方法等の詳細につきましては、お申し込みの際に代表の方とご相談させていただきます。

問い合わせ・お申し込み 五戸町議会事務局 電　話：０１７８－６２－２１１１（代表）
メール：gikai@town.gonohe.aomori.jp

希望される団体またはグループは五戸町議会事務局へご連絡ください。

議員と意見交換をしませんか？

　令和５年４月25日、五戸町（アピル五戸）にて五戸町議会議員と新郷村議会議員で構成され
ている五戸地区議会議員の研修会が開催され、認知症の種類や症状、家族や周囲の人ができ
る支援などについて講師からお話を伺いました。

講演  「認知症サポーター養成講座」　講師  五戸町役場介護支援課　地域包括支援センター
総括主査　石亀　沙織　氏

五 戸 地 区 議 会 議 員 研 修 会

議員活動報告


